
循環器病対策に係る検討体制の再編について（案）

【新設】医療連携推進部会

【新設】相談支援・情報提供検討部会

〇循環器病対策推進協議会（令和3年1月設置）
〇脳卒中医療連携協議会

・脳卒中急性期搬送体制
・急性期から回復期、在宅療養に至るまでの
連携体制
・都民に対する脳卒中に係る普及啓発 等

計画策定前 新体制

○脳卒中・心血管疾患別に検討

〇救急医療対策協議会

・心血管疾患を含む救急医療体制全般

脳卒中

心血管疾患

○循環器病対策推進協議会の下、脳卒中・心血管疾患に係る対策について、
部会を設置し検討

再
編

＜検討事項＞
脳卒中医療連携推進事業・CCUネットワークなどの急性期の医療体制に
加え、循環器病の慢性期における地域との医療連携等

＜構成員＞学識経験者、医師、看護師、消防機関、関係団体等

＜検討事項＞

患者やその家族に対する相談支援・情報提供体制の充実に向け、相談
支援窓口や、両立支援コーディネーターの活用等

＜検討事項＞
循環器病対策推進計画（改定・進行管理等）及び循環器病対策全般

＜構成員＞学識経験者、医師、患者代表、消防機関、関係団体、行政機関 等

＜構成員＞学識経験者、医療・介護関係者、患者代表、関係団体、行政
機関 等

※脳卒中医療連携協議会は廃止とする。
※救急医療対策協議会は、救急医療体制全般の協議のため、継続とする。
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令和４年９月頃～
・医療連携推進部会の設置・開催
・都内医療機関向け調査の実施

医療連携推進部会の設置について（案）

〇脳卒中医療提供体制

⇒ 円滑な脳血管内治療に向けた取組や医療機関間の情報共有の推進

〇心血管疾患医療提供体制

⇒ 心不全等で入退院を繰り返す患者の円滑な入退院や適切な緩和ケアの実施

〇回復期・慢性期の医療連携

⇒ 再発・重症化予防、生活再建や就労等に向けた多職種連携、病院と地域の連携

脳卒中、心血管疾患を発症した患者を速やかに適切な医療機関に救急搬送するとともに、急性期から回復期、在宅医療に至るまで、
切れ目ない医療・介護サービスを提供できるよう、医療連携体制について検討する。

検討内容（案）

目的

今後の予定

学識経験者、医師、看護師、消防機関、関係団体など

委員構成
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令和４年７月～
・相談支援・情報提供検討部会の設置・開催
・都内医療機関向け調査の実施

相談支援・情報提供検討部会の設置について（案）

循環器病患者やその家族は、急性期における医療受診に関することから、慢性期の医療・介護福祉サービス、就労支援に係ることなど、必要とする
サービスが多岐にわたる。都内の状況や循環器病特有の課題を踏まえ、以下の事項について検討を行う。

〇患者の多様なニーズに対応できる相談支援体制

⇒都内の医療機関の相談窓口や地域における相談支援の状況を踏まえ、効果的な相談支援体制について検討

〇相談窓口等の情報の集約・発信

⇒患者やその家族並びに医療機関等にとって有用な情報について、一元的に管理・提供する方法を検討

〇治療と仕事の両立支援

⇒循環器病患者の治療経過や後遺症等を踏まえ、両立支援コーディネーターの活用などについて検討

循環器病（脳卒中・心血管疾患）患者やその家族に対する相談支援・情報提供体制の充実に向けた検討の実施

※東京都循環器病対策推進計画（令和３年７月）において、 「相談支援の充実」 として患者やその家族がニーズに合った情報や相談窓口と速やかにつながるよう検討を行うこととし
ている。

検討内容（案）

目的

今後の予定

学識経験者、医師、看護師、ケアマネージャー、理学療法士、患者代表、関係団体、行政機関など

委員構成
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